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不飽和粒状土のコラプスポテンシャルとそのメカニズム

木山　正一 青山　咸康 小林 晃
京都大学大学院農学研究科

要 旨
コラプスを示す土は含水比に敏感で湿潤過程には体積圧縮挙動を示す．荷重作用下で湿潤する場

合に締固められた土がもつコラプスポテンシャルは土木工学応用における一つの主要な関心事であ

る．湿潤によって締固めた土が示す体積変化挙動の研究は，不飽和地盤工学において注目される最近

の一トピックである．本稿では締固められた粒状土について実験的にその力学挙動を分析した結果を

述べる．体積変化挙動は各種応力状態について独立に制御できる改良した三軸試験装置を用いて観

測した．湿潤過程の応力径路は，コラプス性の土供試体が等方応力負荷状態で地下水位が上昇する現

場を想定して選択された．全体積変化及び含水比変化を観測した．実験データから，初期状態の異な

る不飽和粒状土のコラプスポテンシャルとそのメカニズムについて分析した．
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